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研究成果の概要（和文）：タジキスタンの遺跡発掘により、七世紀のゾロアスター教施設を確認することができた。チ
ョルタクと呼ばれる方形拝殿は中心に基壇がありその周囲に回廊を伴う。この施設では複数の儀式用炉址が出土した。
さらに、この拝殿は付属する施設である厨房や居住空間、水浴施設などからなる宗教的複合施設（コンプレックス）を
構成している。このゾロアスター教拝殿の発見により、この遺跡において１９７０年代の発掘で発見された方形構造の
仏教寺院遺構が既存のゾロアスター教施設からの転用であるという仮説を裏付けることとなった。

研究成果の概要（英文）：On excavation of ruins in Tajikistan, we found Zoroastrian facilities in 7th centu
ry. A square planned temple called cortak had surrounding corridor around a central platform. We found sev
eral vestiges of ritual hearth in these facilities. Moreover, the temple and attached kitchen, living hut,
 bathe room consisted one religious complex. Through this discover of Zoroastrian temple, we could backing
 a hypothesis that a Buddhist square temple excavated from this ruins in 70's diverted from forego Zoroast
rian temple.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 平成１６年、研究代表者の蓮池利隆は龍
谷大学国際文化学部の佐野東生教授の紹介で、
当時の在タジキスタン日本臨時大使であった
三好晃一氏の支援を受けてタジキスタン科学
アカデミーとの交渉を開始した。翌平成１７
年には第一次の科研費の助成を受けて「中央
アジア（タジキスタン）における異思想の交
渉に関する調査・研究」の題目で研究を開始
した。そして、平成１８年に現在の調査地で
あるカラ・イ・カフィルニガン遺跡の発掘に
ついての許可・契約書を取り交わし、地中電
磁波レーダーによる発掘予備調査を実施、平
成１９年から本格的に発掘調査を実施した。 
(2) 平成２１年には第二次の科研費によっ
て当該研究である「タジキスタンにおけるゾ
ロアスター教遺構の発掘調査及び仏教との交
渉についての研究」を開始した。先の調査で
発掘を始めた２ヶ所の遺構についてエリアを
拡大しながら、遺物の検出及び平面図を作成
するためにトータルステーションを購入した。
1970年代の調査では遺跡の地形図が作成され
ていなかったため、遺構間の関連性など総合
的な検討が十分にできていなかった。この課
題を検討するためにも遺跡全体の地形図は不
可欠なものとなっていた。 
 
２．研究の目的 
 中央アジアにおける考古学調査はこの地域
において展開した多様な文化の交渉を確認す
るうえで重要な意義を持っている。古代にお
いてアケメネス朝ペルシアの勢力下にあった
時代からイラン文化の影響は大きなものであ
った。この影響は後代においても維持され、
７世紀頃の玄奘『大唐西域記』には西域にお
けるイラン文化の広がりが記録されている。
因みに、玄奘も訪れているアフガニスタンの
バルフはゾロアスター教の開祖、ザラスシュ
トラが埋葬された所縁の地とされている。こ
のことは、イスラーム化した現在でも中央ア
ジア一帯に習俗化したゾロアスター教が残存
していることの一要因であり、佐野教授の研
究領域である。また、アレキサンドロスの東
征によるヘレニズムの影響も、先述のタフテ
ィサンギーン遺跡などの出土文物に明瞭に残
されている。中央アジアのバクトリア時代に
おけるヘレニズムは、インド北西部ガンダー
ラに展開したヘレニズムと同じ背景において
成立したものである。ガンダーラは現在のパ
キスタンに当たるが、イスラーム原理主義が
勢力を拡大する中、発掘調査をおこなうには
危険な情勢にある。それが不可能な現時点に
おいては、中央アジアの遺跡発掘はガンダー
ラで展開したであろう文化的交渉を研究する
ための重要な資料をもたらしてくれる。さら
に、本研究の具体的目標である浄土教、阿弥
陀仏信仰の展開について考える時、トカラ族

の果たした役割は見逃すことはできない。ト
カラとは民族や言語の名称として使用される
言葉で、紀元２～３世紀に北西インドを統治
したクシャーン朝は中央アジアのトカラ五翕
侯の一つを祖としている。クシャーン朝にお
いて展開した大乗仏教の思想的背景の一つに
イラン文化があったことは注目すべきことで
ある。特に、阿弥陀仏信仰の起源については、
伊藤義教『ゾロアスター研究』にも指摘され
るようにゾロアスター教の影響を無視するこ
とはできない。このトカラ族が東方へ移住し
たことは、『大唐西域記』にトカラ国とのそ
の周辺のトカラの故国、さらにはタクラマカ
ン砂漠の西域南道地域にはトカラの故地があ
ったことが記述されている。研究代表者蓮池
は平成４年から平成９年まで、西域南道のニ
ヤ遺跡における仏教遺跡調査に参加したが、
その調査の中でイラン文化の影響を検証する
必要性を痛感した。特に日本に伝来した常行
三昧堂の元となる方形仏堂が西域南道に散在
し、さらにその源流が中央アジアにあること
を確認することができた。カラ・イ・カフィ
ルニガンの遺跡には後に掲載する遺跡地形図
にも示されるように、方形仏堂と方形拝火教
拝殿とが併存しており、両者間の交渉・融合
が起こったものと想定されるのである。 
 
３．研究の方法 
 日本とタジキスタンの共同発掘調査であり、
測量に使用するトータルステーションは日本
から搬入し、調査が終了すれば再び日本に持
ち帰る。また、海外の発掘調査であるため、
出土した文物はすべてタジキスタン博物館に
収蔵される。したがって、写真資料や測量の
観測データという形での成果を持ち帰ること
になる。岡田教授の協力を得て、理工学部の
デジタル処理の技術を活用し、アーカイブの
構築をめざす。 
 
４．研究成果 
(1) カラ・イ・カフィルニガン遺跡について
は１９７０年代の発掘調査で仏教寺院址が発
見されており、７世紀前後に中央アジアの仏
教がどのような文化的背景の中で展開してき
たかを明らかにすることができるものと期待
されていた。そして、これまでの発掘によっ
て仏教とゾロアスター教の習合を明らかにす
ることができた。平成１９年以降、３ヶ所の
遺構を発掘する中で、ゾロアスター教施設の
存在、及びそこで信仰されていた神像を検出
することができた。中心に基壇がありその周
囲に回廊を伴ったゾロアスター教方形拝殿
（チャルタク）からは複数の炉址を検出し、
それに付属する施設である厨房や居住空間、
水浴施設などからなる複合施設（コンプレッ
クス）を構成していることが明らかとなった。
この拝殿の発見により、１９７０年代発見の
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仏教寺院遺構が同じく回廊を伴う方形の構造
であり、ゾロアスター教施設から転用された
のではという従来から提起されていた仮説を
裏付けることとなった。今回の助成で作成し
た地形図を以下に示す。南北２５０メートル、
東西１５０メートル、約３．７ヘクタールの
都城遺跡であり、実線で描いた輪郭は日干し
レンガの壁遺構である。薄墨で示した部分は
当該調査で発掘したエリアである。それ以外
の実線部分は１９７０年代に旧ソ連主導によ
って発掘された遺構である。方形の仏堂遺構
と今回発掘の方形拝火神殿は約１００メート
ルの距離で並存していたことがわかる。 

 
 方形拝火教神殿ＫＫＦ－１０の平面図と俯
瞰図及び遺跡北西部の俯瞰図を以下に挙げる。 
 

 

(2) タジキスタンの遺跡発掘調査を通して、
イスラーム化以前の中央アジアに習俗化した
ゾロアスター教が強い影響力を保っていたこ
とを確認することができた。トカラ時代の出
土品にはアフラマズダを助ける有力な神であ
ったミトラ（イランの名称ではミフル、ミス
ラ）が数点含まれており、その信仰の広がり
を示している。例えば平成１９年には膝下に
拝火壇を置くミトラ像が出土している。また、
平成２３年には宝冠あるいは髷を頂く菩薩像
とも見ることができるテラコッタ像が出土し
ている。 

 平成１９年度から平成２４年度までに十数
体の小型塑像と２点の塑像型を検出すること
ができた。これらの資料を検討した結果、先
に述べたミフル神（インドではミトラとして
知られる神格）の他に、ヴァルナ神に相当す
る神格を確認することができた。２点の塑像
型はそれぞれ両神格を表すものと考えられる。
ミフル神は、片手を拝火壇に差し伸べる姿で
あり、クシャーン朝コインの歴代王の刻印に
類似するポーズをとる。ヴァルナ神は片手に
半月を掲げたポーズである。インド神話にお
いてはミトラとヴァルナは双子のアスラ族で
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あり、それぞれ日天と夜天を司るとされてい
る。インド・イラン語族に属するイランにお
いてもこの双子の神は主要な神格として展開
したと考えられており、仏教とゾロアスター
教の交渉を考えるうえでも重要な発見である
と考えられる。 
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